














法，示差走査熱量測定(DSC)法，広角 X 線回折(WAXD)法，小角 X 線散乱(SAXS)法を用いて，結晶構
造とその熱挙動，結晶化挙動などを調べた。WAXD 測定と SAXS 測定は大型放射光施設 SPring-8 を利
用して行なった。 
【実験】 用いた試料は PHB ランダム
共重合体である P(HB-co-HO) (HO = 
4.6, 8.4, 13.1, 17.0, 23.3 mol%)，および












































共 重 合 体 で あ る P(HB-co-3HHx) と
P(HB-co-HV)にそれぞれ類似していた。
P(HB-co-3HHx)では第二成分がラメラから排斥され，その結晶は HB ユニットのみにより形成されて





れる。一方，SAXS から得られた各共重合体のラメラ厚には大きな違いがなく，全て 2~3 nm であった。 
 これらの PHB 共重合体において結晶化過程の観察も行なった。その結果，得られた赤外スペクトル
において C=O 伸縮振動領域では，結晶性バンドと非晶性バンドの強度変化にわずかな違いがあること
が見られた。図 3 に 123.0 ℃において等温結晶化させた P(HB-co-6HHx) (6HHx = 11.1 mol%)の赤外ス
ペクトルの C=O 伸縮振動領域の二次元相関における異時相関スペクトルを示す。同時相関スペクトル
においてΦ(1740, 1722) < 0 と観測され，異時相関スペクトルにおいてはΨ(1740, 1722) < 0 であった。





図 3 P(HB-co-6HHx) (6HHx = 11.1 mol%)の
123.0 ℃における結晶化過程の C=O 伸縮振動領
域の異時相関スペクトル 
